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１．評価結果 

評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 
 欧州型の循環経済の議論をもとに、日本独自の社会的・産業的条件を踏まえた循環経済のあり

方を企業活動の視点を重視して検討し、わが国のあるべき循環型社会像を描くことを目標とする

研究の中間段階として十分な成果を獲得している。実現可能な到達経路をマクロ・ミクロ、フォ

ワー・バックキャストの両面から解明すべく意欲的かつ極めて重要な研究が実施され、今後の環

境政策に貢献できる多くの知見が得られている。Agent Based Model (ABM) 研究に関しては学術

的革新性のある成果がみえつつあり、企業の財務指標や循環経済指標の検討に関しても着実な進

展がみられる。一方、アウトプットイメージに不明瞭さが残るため、循環経済を推進するための

具体的な改善策を提示していただきたい。今後は、得られた成果をまとめて国際会議などの資料

や学術論文として公表を進め、学問的に体系化することにも期待する。 


